
環境省サンゴ礁生態系保全行動計画2016-2020
与論におけるモデル事業(2019年)

フォローアップ会議

モデル事業の進捗状況

令和元年11月29日

与論町役場 環境課 主事 光 俊樹

1. 与論島の概況
〇与論島の概況
面積：20.49km2

最高標高：97.08m
周囲：23.65km
人口：5,056人 (2018年10月)
主な産業：農業・観光

与論島周辺海域のサンゴ再生状況
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環境省サンゴ礁再生計画2016-2020
与論におけるモデル事業(2017年～)
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与論島古里エリアの地下水窒素動態と海域への陸水栄養塩（窒素・リン）の影響
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地下水窒素濃度と陸域栄養塩負荷量（窒素）の推定
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○ 計算領域と計算格子

海底地形観測点における地盤高 (m)

調査範囲におけるメッシュ毎の代表海底地盤高(m) ○計算格子の水深情報
（与論島近傍を拡大、水深はDL(m)基
準）

計算格子の水深情報（水深はMSL(m)基準 MSL=DL+1.08m）
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海域潮流場と窒素濃度分布

<0.05

<0.05

<0.05

<0.05

0.10

0.06
0.06

<0.05

0.08

5.7

6.33.7

5.1
4.7

単位：mg/L

平均流ベクトル

海域潮流場と窒素濃度分布

海域潮流場とリン濃度分布

0.015

0.014

0.010

0.005

0.007

0.013
0.003

0.005

0.005

0.032

0.030
0.030

0.0290.025

単位：mg/L

平均流ベクトル

海域潮流場とリン濃度分布

8

【資料5-3】



＜凡例＞

：生きたサンゴが観察された測点

サンゴ類と水質（窒素）の実測値・
予測値の分布状況

（海域は全窒素、陸域は硝酸態窒素）

窒素分布
実測・計算値

満潮時
単位：mg/L

干潮時
単位：mg/L

＜凡例＞

：生きたサンゴが観察された測点

サンゴ類と水質（リン）の実測値・
予測値の分布状況

（海域は全リン、陸域はリン酸態リン）

満潮時
単位：mg/L

干潮時
単位：mg/L

干潮時
単位：mg/L

リン分布
実測・計算値
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サンゴ分布域状況
（1945年（昭和20年）頃）
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ﾘｰﾌ

サンゴの推定面積
48.3 ha
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サンゴ分布域状況
（1985年（昭和60年）頃）
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32.5 ha

今から34年前

サ
ン
ゴ
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今から29年前

サンゴの推定面積
11.8 ha

サンゴ分布域状況
（1990年（平成2年）頃）
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ﾘｰﾌサ
ン
ゴ今から14年前

サンゴの推定面積
5.7 ha

サンゴ分布域状況
（2005年（平成17年）頃）

ﾘｰﾌ
サ
ン
ゴ今から4年前

サンゴの推定面積
1.8 ha

サンゴ分布域状況
（2015年（平成27年））
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与論島東北エリア海域のサンゴ分布面積と
地下水硝酸性窒素の推移（1945年～2018年）

ご清聴ありがとうございました

44
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